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108　
長
谷
山
の
麓
に
あ
る
分
部
の
地
は
、
江
戸
時
代
の

初
め
に
二
万
石
の
大
名
と
な
っ
た
分
部
氏
の
本
拠
地

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
分
部
に
は
、
社
殿
修
理
に
関

わ
っ
た
分
部
氏
の
名
が
記
さ
れ
た
棟
札
の
あ
る
平
泉

神
社
が
あ
り
、
集
落
の
中
心
付
近
に
は
、
か
つ
て
分

部
城
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
分
部
氏
の
歴
史
は
古
く
、
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
そ
の
当
時
の
記
録
「
安
東
郡
専
当
沙
汰

文
」
に
は
、
堅
田（
現
在
の
片
田
）の
田
畑
一
反
を
伊

勢
神
宮
に
寄
進
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊

勢
神
宮
の
も
と
で
土
地
の
調
査
を
行
う
検
注
使
に
任

じ
ら
れ
、
こ
の
頃
か
ら
在
地
の
領
主
と
し
て
安
濃
郡

を
中
心
に
そ
の
活
動
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
分
部
氏
は
戦
国
時
代
に
安
濃
・
奄
芸
郡

を
勢
力
範
囲
と
し
た
国
人
領
主
の
長
野
氏
の
家
臣
と

な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
若
松（
現
在
の
鈴
鹿
市
）な
ど

河
曲
・
奄
芸
郡
で
の
活
動
の
跡
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
隣
接
す
る
鈴
鹿
郡
の
関
氏
と
の
勢
力

争
い
が
あ
り
、
分
部
氏
が
拠
点
と
し
た
の
が
、
上
野

城
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
野
城
跡（
河
芸
町
上

野
）は
中
勢
地
域
で
は
最
大
規
模
の
城
郭
で
、
現
在

で
も
空
堀
や
土
塁
な
ど
が
随
所
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
天
文
十
七（
一
五
四
八
）年
に
分
部
氏
は
、

上
野
城
を
出
て
家
所
城（
美
里
町
）に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
頃
、
長
野
氏
で
は
対
立
し
て
い
る
戦
国
大
名
の

北
畠
氏
が
関
わ
る
内
部
抗
争
が
あ
り
、
こ
の
争
い
に

勝
利
し
た
長
野
藤
定
に
よ
っ
て
家
所
城
の
警
護
を
命

じ
ら
れ
た
も
の
で
、
分
部
氏
へ
の
信
任
の
厚
さ
が
う

か
が
え
ま
す
。
今
も
家
所
城
跡
に
は
、
三
方
に
土
塁

が
巡
る
特
徴
的
な
郭
な
ど
が
良
好
な
状
態
で
残
っ
て

い
ま
す
。

　
戦
国
時
代
の
末
期
、
分
部
光
嘉
は
長
野
家
の
養
子

と
な
っ
た
織
田
信
包（
信
長
の
弟
）に
仕
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
光
嘉
は
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
奄
芸
郡

を
中
心
に
一
万
石
の
所
領
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
慶
長
五（
一
六
〇
〇
）年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で

は
、
光
嘉
は
徳
川
家
康
に
く
み
し
、
そ
の
前
哨
戦
と

な
っ
た
安
濃
津
城
で
の
戦
い
で
は
、
安
濃
津
城
主
の

富
田
信
高
と
共
に
城
に
こ
も
り
、
光
嘉
は
そ
の
功
に

よ
り
家
康
か
ら
奄
芸
郡
を
中
心
に
二
万
石
を
与
え
ら

れ
て
上
野
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
分
部
氏
は
戦
国
時
代
の
天
下
統
一

の
流
れ
の
中
で
巧
み
に
成
長
し
、
こ
の
地
域
の
在
地

領
主
か
ら
大
名
と
な
っ
た
希
有
な
存
在
で
し
た
。
し

か
し
、
元
和
五（
一
六
一
九
）年
に
近
江
国
大
溝
藩

（
現
在
の
滋
賀
県
高
島
市
）に
移
封
さ
れ
、
伊
勢
国
を

離
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
領
地
替
え
も
な
く
、
近
江
の
地
で
明
治
時
代
を

迎
え
ま
し
た
。

　
現
在
、
上
野
城
跡
は
公
園
や
寺
院
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
一
つ
、
円
光
寺
に
は
分
部
氏
歴
代
の

墓
と
さ
れ
る
五
輪
塔
が
四
基
残
り
、
今
も
城
跡
を
見

守
る
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。
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